
な動画を，考えてつくる面白さに触れられていた様子が見受けられた。この体験を基にして，運動や映像を

見るための視点が養われていることを期待している。 

 

2022（（令令和和 4））年年度度 SSH成成果果発発表表会会報報告告 

 

研究部 佐 藤 健 太 

 

1. はじめに 

2022 年度 SSH 成果発表会を 3 月 21 日（火曜日）に実施し，全国の教育関係者に本校の取り組みを公開し

た。今年度は対面で実施し，一般参加者，本校保護者，附属中学 3 年生，在校生，卒業生，教員，SSH 運営

指導委員，お茶大アドバイザリーボード，お茶大フェローシップ大学院生，お茶大 SDGs 研究室教授および

学生等が参加した。 

午前の部では，代表生徒による発表が行われ，2 年必修「課題研究Ⅰ」7 領域 8 分野，3 年選択「課題研究

Ⅱ」，3 年必修「持続可能な社会の探究（総合的な探究の時間）」の代表者による口頭発表（研究成果について

のプレゼンテーション）および在校生・一般参加者・運営指導委員・アドバイザリーボードによる質疑応答

が行われた。特に，1・2 年生による質問が多く出され，予定時間を超えてしまうほど活発なものとなった。 

午後の部では，2 年生全員が 1 年生に，3 年生が 2 年生に研究成果のポスター発表とともに助言等を行い，

下級生への成果の発信および研究手法の継承を図った。 

 

2. 実施概要 

1. 日時 2023 年 3 月 21 日（火曜日）9 時 30 分〜14 時 50 分 

（一般参加は 11 時 20 分まで） 

2. 会場 講堂（午前の部）および附属高校校舎（午後の部） 

（外部参加者には午前の部のみ公開，午後の部は在校生向け） 

3. 参加者 教員および教育関係者，本校保護者，附属中学 3 年生，本校 1・2 年生全員，3 年生発表者， 

本校教員，運営指導委員，アドバイザリーボード，お茶大アカデミックプロダクション大学

院生フェローシップの大学院生（メンター），本学 SDGs 研究室教授および学生 等 

4. 時程 午前の部（対面，公開） 

9:10 受付 

9:30 開会式 吉田校長挨拶 

9:35 SSH 研究概要報告 佐藤研究部長 

9:45〜11:10 2 年必修「課題研究Ⅰ」，3 年選択「課題研究Ⅱ」，3 年必修「持続可能な社会の探究 

（総合的な探究の時間）」の代表者による口頭発表および質疑応答 

2 年必修「課題研究Ⅰ」 

① 数理・情報科学 

② 暮らしの化学 

③ 生命科学 

④ 地球環境科学 

⑤ 色と形の科学 

⑥ 芸術文化と科学：音楽学 

⑦ 芸術文化と科学：文学 
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⑧ 社会科学 

3 年選択「課題研究Ⅱ」化学分野 

3 年必修「持続可能な社会の探究（総合的な探究の時間）」 

              11:10〜11:20 午前の部閉会式 溝口副校長挨拶 

午後の部（対面，非公開） 

12:15〜13:30  2・3 年ポスター発表 

 2 年課題研究Ⅰ 66 テーマ，3 年課題研究Ⅱ 8 テーマ，3 年総合 18 ポスター 

 ①12:15〜12:30 ②12:35〜12:50 ③12:55〜13:10 ④13:15〜13:30 

13:50〜14:50 運営指導委員会 （全体司会：溝口副校長） 
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